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１．はじめに 

コンクリートの耐久性，美観をはじめとする表層品質を

向上させるために，熱可塑性樹脂シート（以下，シート）

を用いた工法（以下，シート工法）を考案した．シート工

法は予めシートを型枠に貼付しておき，コンクリートを打

ち込んで，コンクリートの表層品質を改善するものである．

シート工法の効果によって中性化に対する抵抗性を改善

できることなどを明らかにしている 1)．本報告においては，

橋梁フーチングを対象として，実工事にシート工法を適用

し，表層透気係数，表面吸水速度などへの効果を評価した

結果を述べる． 

２．適用内容 

適用した橋脚フーチングの概要を図-1に示す．型枠は一

般的な化粧合板を使用し，施工要因として，剥離剤を塗布

した通常工法（以下，シート無と称す）と合板にシートを

貼付したシート工法（以下，シート有と称す）を設定した．

コンクリートは表-1に示す配合のものを使用し，1 リフト

目 1.8m，2 リフト目 2.2m で打ち込み，打継ぎ部には遅延

剤を散布してハイウォッシャーによるグリーンカットを

施した．型枠は材齢 7 日で取り外し，写真-1に示すように，

シートがコンクリートに残置していることを確認した． 

３．計測内容 

シート工法の効果を確認するため，表面気泡面積

率，表層透気係数と表面吸水速度を計測し評価した．

計測はシート無の面と，脱型後材齢 28 日までシー

トを残置させたシート有の面を対象として，材齢

35 日目に実施した．表面気泡面積率は，測定箇所

に薄紙 A4（210×297mm）に 1mm 以上の気泡をトレ

ースし，画像処理によってその面積率を求めた．透

気係数は Torrent 法，表面吸水速度は SWAT 法で測

定した． 

４．計測結果 

写真-2 にシート取外し直後のコンクリート表面

の状況を示す．シート有の面は，表面が平滑でかつ光沢があり，表面気泡も少なく，とても美しい仕上がりとなっ
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図-1 フーチング部のシート貼付の概要 

写真-1 型枠取外し後のシート養生状況(シート残置状況)

表-1 コンクリート配合 
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50.5 8.0 4.5 41.6 156 309 757 1091 3.09

 

表-2 養生・計測材齢 

材齢(日) 0 6 日間 7 20 日間 28 35

シート無 打

込

み

型枠存置養生 型枠 

取外

し 

無養生 - 計

測シート有 型枠ｼｰﾄ養生 シート養生 撤去 
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ている． 

表面気泡面積率の測定結果を図-2に示す．図中の数字はシー

ト無の表面気泡面積率を 100 とした時のシート有の比率を示す．

全てのケースにおいて表面気泡面積率が 0.5％以下と少ない値

であったものの，シート無と比較して，シート有では表面気泡

が約半分に減少する結果となった．この気泡低減効果は，シー

トの撥水性や平滑さなどが影響していると考えらえるが，メカ

ニズムの解明は今後の課題である． 

表層透気係数の測定結果を図-3 に示す．計測値は，上・中・

下段で各 2 箇所×2 面の計 12 計測の平均値である．シート無の

面が「良」の評価であるのに対し，シート有では「優」の評価

となった．なお，シート無の表面含水率が 5.3％であるのに対

し，シート有の表面含水率は 8.1%であった．これは，シート有

の養生期間の方が長く，乾燥期間が短いことによる効果である．

既往の研究 2)では，表層透気試験で得られる透気係数が乾燥期

間により増大することが示されており，コンクリートの含水率

を分離して表層部組織の緻密さを比較するためには，シート有

無において同一の乾燥期間後あるいは同等の表面含水率の時

点において，透気係数や透水係数を検証する必要がある．本構

造物も長期的な計測を実施することによって，水分の影響を解

消した評価を実施する予定である． 

表面吸水速度の測定結果を図-4に示す．なお，表面吸水速度

は透気試験と同一箇所で計測した．吸水速度についてもシート

無より，シート有の方が小さくなっており，シート工法の効果

が確認された． 

５．まとめ 

橋梁フーチングの施工に当たり，材齢 28 日のシート工法を

行うことで，コンクリートの表面気泡の低減，物質遮断性の向

上などの効果が得られることを確認した．今後は養生期間やコ

ンクリート種類の違いが品質に及ぼす影響を長期的に検討し

ていく予定である． 
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写真-2 シート取外し後のコンクリート表面 
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図-2 表面気泡面積率 
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図-3 表層透気係数（材齢 35 日） 
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図-4 表面吸水速度（材齢 35 日）

シ

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-576-

Ⅴ-288

 


